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★☆★☆★ごあいさつ★☆★☆★

三浦先生が帰ってきました!でも、仕事がたくさんありすぎて、

猫の手も借りたいようです。私は猫じゃありませんが、今回もメ

ルマガを担当することになりました。
4月も、研修会や勉強会があります。今月の末には、CEL・CELEM
（州立学校で行われている外国語講座）の日本語教師研修会を行

うことになりましたが、今回は、ベテラン教師の研修ではなく、

初任者のための研修です。三浦先生は4月30日にマリリア市へ行

く予定です。
それでは、皆さん、よろしくお願いします。
OoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOo

OooOo　　　　　小話　2　　　　OoOo
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●●●「日本語の発音と日本の習慣に関する失敗例」●●●

今回は、音声のことと日本の習慣のことで考えさせられるエピ

ソードを主にお話致します。
発音に関してはどのような失敗があるでしょうか。自分が知ら

ないことばは、いくら聴いても聞き取れない場合があります。い

い例がこの話かも知れません。誰かに聞いた話ですが、もし、覚

えのある人がいましたら、落し物ではないですが、教えてくださ

い。
ある外国人が日本でお葬式に行ったそうです。日本のしきたり

が分からないので、お焼香の時に、前の人の真似をすればいいと

思って、ジッと見ていました。すると、お焼香をする時に、前の

人がお香を手にとっては下げ、手にとっては下げ、同じジェスチ

ャーを三回繰り返し、横にいた、亡くなった人のご家族の方を向

いて「ご愁傷様です」と言って去っていったのを見て、自分も同

じようにしようとしました。とりあえず、お香を手にとって自分

の口に入れ、これを三回繰り返しました。とてもまずかったでし

ょうね。それから、亡くなった人のご家族の方を向いて「ご馳走

様です」と言って去っていきました。皆さん、笑っていらっしゃ

るかも知れませんが、「ご愁傷様」という難しいことばを知らない

初級学習者には、それに一番近いことばが「ご馳走様です」だっ

たのです。ですから、知らないことばは聞き取れないというのは

確かなのです！
ことばには、音が一箇所だけ変わると、そのことばの意味が全

く変わってしまうことがありますね。ある日、このようなことを

音声学の本を読んで勉強していた時に「音の弁別的特徴」という

難しいことばが出てきましたが、何のことがよく分からず、いろ

いろな本を読んでみました。すると、小泉保教授の「教養のため

の言語学コース」という本に、次の例が載っていました。「ハケに

は毛があり、ハゲには毛がなし」なるほどと思いましたが、「け」

と「げ」の違いだけで、こんなにことばの意味が変わるのですね。

ですから、「け」と「げ」の間には、弁別的特徴があると言ってい

るそうです。
ミニマルペアということばを聞いたことがありますか。上の「は

け」と「はげ」のように、一箇所だけ音が違うペアのことばのこ

とを言うそうです。発音練習にもよく使うのですが、とても有効

だと思います。ポルトガル語話者にとって、日本語で一番違いが

分かりにくい音は、多分、長音（おかあさん、おじいさんなど、

の「かあ」「じい」と伸びる音）や促音（小さい「つ」が入るとこ

ろ）だと思います。これも、誰かに聞いた話ですが、ある日、お

孫さんが庭に咲いている花に水をやっていた時に、おじいさんが

「そんな、花の上から水をやるのではなく、ネッコにかけるのだ

よ、ネッコに。」と言ったそうです。それを聞いたお孫さんは、近

くにいた猫に水をかけたそうです。猫は大迷惑！小さい「つ」が

聞き取れなかったせいで水をかけられたのですね。ニャーン!

今度は、日本人が慣用的に使っている表現についてのエピソー

ドです。友達のうちに上がるときに、「お邪魔しまーす」と言って

入ろうとしたところ、その友達が「お邪魔されまーす」と言いま

した。普通は、言わないと思いますが、逆に考えたら「邪魔だと

思ったら、行くな」という考え方もあるかもしれませんね。でも、

日本人はこのようには考えていないと思いますが…
よく使われる表現の中で、お土産を渡す時に「つまらないもの

ですが」と言って渡しますね。ある日、お客さんが来てお土産に

お菓子を持ってきました。それを渡す時に「つまらないものです

が」と言って渡しました。応接間でそのお客さんと話していたら、

しばらくしてその人の娘さんが帰ってきて、台所の方でお茶を入

れてお客さんに出す準備をしました。お茶菓子がなかったので、

テーブルの上にあったお土産を開けて、それをお茶菓子にしてお

客さんに出しました。お客さんが「つまらないものですが…」と

言って持ってきたお菓子を、今度は、もらった人が「あまりおい

しくないかもしれませんが…」と言ってそのお客さんに出してい

るのですね。「お口に合うかどうか分かりませんが…」という言い

方もあると思いますが、それにしても「口に合わないと思ったら、

持ってくるな、出すな」という考え方もあるかもしれませんが、

皆さんはどう思いますか。
OoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOo

OoOo　　　　おわりに　　　OoOo
OoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOoOo
三浦先生も戻ってきましたので、先生へのご質問がありました

ら、送ってください。私(吉川)でよろしかったら、お答えできるこ

とはお答えいたしますので、よろしくお願いします。

メルマガ「こうししつ」では皆さんのご意見、お便りをお待ち

しています。

ご意見・ご質問は　prof@fjsp.org.br

　電話11-3288-4971
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国際交流基金サンパウロ日本語センター講師室

メルマガ「こうししつ」発行責任者　三浦多佳史

日本語文・ポルトガル語文　吉川・一甲真由美エジナ

みうらのサイト
日本語を学ぶ人と日本語使って日本を研究している人
のための情報のページ
http://homepage3.nifty.com/miuratakashi/
「メルマガこうししつ」バックナンバーを公開中
是非一度ご覧下さい
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